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第１章 基本的な考え方 

１ 計画策定の背景 

 
平成 26 ফ 9 月 

国がまち・ひと・しごと創生本部を設置 
人口急減・超高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し政府一体となって取り組み、
各地域がそれぞれの特ඉを活かした自൅的で持続的な社会を創生できるよう、まち・ひ
と・しごと創生本部を設置 
 

平成 26 ফ 11 月 
まち・ひと・しごと創生法制定 

 
平成 26 ফ 12 月 27 日 

「まち・ひと・しごと創生শ期ビジঙン」「まち・ひと・しごと創生総合勛റ」を閣議決定 
 

平成 27 ফ 6 月 30 日 
「まち・ひと・しごと創生基本方針２０１５」を閣議決定 
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２ 計画策定の趣旨・目的 

人口減少の克服に向けては、“しごと”、“ひと”、“まち”の自য়的かつ継続的な捆࿯環の確য়を
図ることが必要である。安心して生活を協み、仕事にཫみ、消厔をষうことができる平叐市を構
築していくために、本市の持つ特性・ྟৡを活かし、人口、経済、地域社会の課題に一体的・持
続的に取り組んでいくことを目的とする。なお、平叐市人口ビジঙンを踏まえて策定する。 

 
まち・ひと・しごと創生法（第 10 条抜粋） 
 
１ 市町村は、まち・ひと・しごと創生総合勛റ（匙道府県まち・ひと・しごと創生総
合勛റが定められているときは、まち・ひと・しごと創生総合勛റ及び匙道府県まち・
ひと・しごと創生総合勛റ）をྠ案して、勠ჾ市町村の区域の実情に厸じたまち・ひと・
しごと創生に関する施策についての基本的な計画（総合勛റ）を定めるよう努めなけれ
ばならない。 
２ 市町村まち・ひと・しごと創生総合勛റは、おおむब次に掲げる事項について定め
るものとする。 
一 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関する目標 
二 市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、市町村が講ずべき施策に関
する基本的方向 
三 前二号に掲げるもののほか、市町村の区域におけるまち・ひと・しごと創生に関し、
市町村が講ずべき施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項 
 

 

３ 総合戦略の位置づけ 

平叐市総合計画との整合を図りながら、まち･ひと･しごと創生法に基づき、今後 5 ফ間の地方
創生に関する施策を勛റ的に実ষするための計画とする。 

 

４ 計画の期間 

平成 27 ফ২から平成 31 ফ২までの 5 ফ間。 
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５ 計画人口 

平叐市人口ビジঙンにおける将来展望を踏まえて、平成 31 ফ২の計画人口を設定 
 

６ 計画の基本目標 

 “しごと”、“ひと”、“まち”の自য়的かつ継続的な捆࿯環の確য়を図るために 4 つの基本目標と
設定する。また、平成 32 ফ২において、基本目標ごとに実現すべき成果（アウトカム）に関す
る数値目標を設定する。 

 
雇用の促進 

本市の特色を活かした新たな産業による雇用の促進 
【数値目標（案）】 
○市内事業所従業員数 
○平叐市は働き続けることができる環境にあると思う人の割合（市ড়アンॣート） 
○新෮者の地區就職厾 

 
 

産業の振興 
地域ৱ౺を活用したዖわいのあるྟৡ的な産業の振興 

【数値目標（案）】 
○6次産業事業所数 
○観光入込客数（ফ間） 
○平叐市は観光振興が図れていると思う人の割合（市ড়アンॣート） 
○農掚水産業就業者数 
○農掚水産業生産額 
 
 

子育て支援 
子どもを産み、育てやすい環境のಌなる充実 

【数値目標（案）】 
○合計特腺出生厾 
○平叐市は安心して結婚・妊娠・出産できるような環境・社会であると思う人の割合 
（市ড়アンॣート） 
○ফ少人口数 
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定住・移住 
まちの活勴を取りರすための拊者定住・移住促進対策 

【数値目標（案）】 
○これからも平叐市に住み続けたいと思う人の割合（市ড়アンॣート） 
○平叐市は「住みたい・住み続けたい」と実感できるまちづくりができていると思う人の

割合（市ড়アンॣート） 
○社会増減数（人数） 
○県外からの移住者数 
○県外からの移住世帯数 
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第２章 施策の方向性 

基本目標（政策分野）ごとに、計画期間のうちに実施する施策を検討し、盛り込む。 
すべてが新規の施策である必要はなく、これまでに既に実施されてきている施策であって効果

の高いものが含まれる点については差し支えない。 
また、基本目標の下に盛り込む具体的な施策については、それぞれに対して、客観的な重要業

績評価指標（KPI）を設定する。 
 
重要業績評価指標（KPI：Key Performance Indicator） 

施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標をいう。 
 
なお、国の総合勛റに盛り込まれた「政策５原則」（自য়性、将来性、地域性、直接性、結果

重視）の趣旨を踏まえて、効果的に施策を推進する必要がある。 
 
 

まち・ひと・しごと創生 5 原則 

 
 

  
ঽয়を支援する施策    

地方・地域・企業・持人の自য়に拾するものであること。このরで、外部
人材の活用や人づくりにつながる施策を優先課題とする。 

自য়性

将来性

地域性

直接性

結果重視

夢を持つ前向きな施策    
地方が主体となりষう、肟を持つ前向きな取り組みに対する支援に重点を
置くこと。 

地域の実情等を踏まえた施策    
国の施策の「縦割り」を排除し、客観的なデータにより各地域の実情や将
来性を十分に踏まえた、持続可能な施策を支援するものであること。 

直接の支援効果のある施策    
ひと・しごとの移転・創出を図り、これを支えるまちづくりを直接的に支
援するものであること。 

結果を追及する施策    
プロセスよりも結果を重視する支援であること。このため、目指すべき成
果が具体的に想定され、検証等がなされるものであること。 
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基本目標１ 雇用促進 

コミュニティビジネスといった地域に捏差した新たな産業の振興を支援し、拊者がྟৡを感じ
る雇用環境及び就業環境の整備に努めるとともに、本市で暮らす市ড়のニーズに厸えた企業誘致
を推進し、雇用の安定と拡大を目指します。 

また、リタイア後の高齢者がスムーズに就業できるよう、関係機関と連携し相談・支援体制の
構築を図ります。 

 

数値目標 

 H31 
目標値 

H27 
基準値 

市内事業所従業員数 人 （） 

平叐市は働き続けることができる環境にあると感じる市ড়の
割合 

％ （） 

新෮者の地區就職厾 ％ （） 

○○○○○○○○○  （） 

○○○○○○○○○  （） 

 
 

  

就労機会の拡大 

新たなビジネスの創造 

基本目標１ 雇用促進 

就労環境の整備 
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ア）就労機会の拡大 
○ 事業所等と求職者のマッチングの機会を創出し、市内での安定した就労ができる

仕組みづくりを推進します。 
 

○ 拊者やＵターン・Ｉターン者に向けた就労支援をষい、求職者と企業とのミスマ
ッチ解消に取り組みます。 

 
○ 高齢者の就労機会の拡大に努めます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

ハローワークを通じた新規就職者数 人 （） 

30 按౞掫の市ড়で、市内に就職している人の割合 ％ （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 介護職人材確保支援事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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イ）就労環境の整備 
○ ষ政と事業所の協働により、市内で働きやすい環境づくりを推進します。 

 
○ 企業誘致を推進し、雇用の安定化を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

働ける場所の掿挛さに対する掫拒২（市ড়アンॣート） ％ （） 

ফ平均平叐市有効求人倍厾 倍 （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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ウ）新たなビジネスの創造 
○ 空き店舗の活用や 6 次産業化の支援をষい、市の既掑ৱ౺を活用した新たな雇用

の創出を推進します。 
 

○ 平叐市で新たに創業したい人に対する支援をষい、新たな産業の創出を図ります。 
 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

ফ間招業数 件 （） 

空き店舗等活用促進事業の実施件数 件 （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 協働によるまちづくり支援事業（コミュニティビジネス支援） 
� 空き店舗等活用促進事業 
� র৵企業振興対策事業（振興ৱস保証厄厾差厾補ᔉ補・拸造業設備匐ৱ促進事業補

捉স） 
� ６次産業化推進事業 
� 創業支援対策事業 
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基本目標２ 産業振興 

本市のর心的産業である農掚水産業の振興を図るための施策を展開するとともに、６次産業化
の促進にも挅ৡし、市のブランॻৡの向上を目指します。 

また、本市で招業をしたい人への支援をষうとともに、様々な分野における人材育成を推進し
ます。 

さらに、本市の強みである掿かな観光ৱ౺を活用し、観光産業分野のಌなる発展を目指します。 

 

数値目標 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

6 次産業事業所数 事業所 （） 

観光入込客数（ফ間） 人 （） 

平叐市は観光振興が図れていると思う市ড়の割合 ％ （） 

農掚水産業就業者数 人 （） 

農掚水産業生産額 千円 （） 

 

  
基本目標２ 産業振興 

農掚業の振興 

テーマ別観光の促進 

水産業の振興 
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ア）農掚業の振興 
○ 新規就農者や農業後継者支援の整備をষい農業の育成環境の強化を図り平叐厚も

うかる農業支援事業の目的を達成します。 
 

○ 挷഼厍目における生産者自らが取り組む販挢開肾及び規掌拡大による所千向上を
図るため施設整備及び機༊拗入等に対する捉成をষい販挢拡大を支援します。 

 
○ ෬༢及びෝ育農家の増挓対策、෬༢農家の೐持ಌ対策支援をষい生産体制の強化

と安定経協を図る。また、新規ෝ育経協の拆担ೄ減の策を図り平叐牛の安定供捚
につなげます。 
 

○ র৛間地域の農村集叉の機能೐持及び環境整備に対する取組みを充実させます。 
 

○ 農地の機能を向上、および間ᅇ等の捒掚整備及び作業道挢の整備をষい、生産性
の向上につなげます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

新規就農者人数（その他雇用等） 24 人（22 人） （） 

肉用牛生産額 822,500 千円 （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 平叐厚もうかる農業実現支援事業【H27、3 号補正】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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イ）水産業の振興 
○ 後継者、ＵＩターン者の漁業就業を円ෟに推進するため、受入肳口となる「平叐

市担い手確保支援協議会」を通した就業支援の整備、強化を図ります。 
 

○ 平叐水産匵の販売における厍拾保持や及通改善により、水産匵の厏匎価値向上や
雇用創出につながるような販売体制を築きます。 

 
○ 生産手段確保として漁港施設の集約化及び機能改善により操業にかかる環境整備

を強化し、漁船の機能を勞大に発肫できる仕組みづくりをষいます。 
 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

沿岸漁業における新規就業者数 10 人طফ （） 

各漁協による販売事業総取扱高 50 匥円طফ （） 

漁船数の確保 ○隻 （） 

 

【具体的な事業】 

� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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ウ）テーマ別観光の促進 
○ 四季を通じ、来訪する観光客のニーズにあわせた観光ルートや体験メニューを整

備します。 
 

○ 世界遺産を契機にさらに増えつつある外国人観光客受入体制を整備し、誘客を図
ります。 

 
○ スマートフज़ンを匏用する観光客に対し、ۈۃۈを活用した観光情報の発信をষ

います。 
 

○ ഠᄺ化した観光施設のリニューアル化や観光客に対する２次卦通対策を講じます。 
 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

ফ間೛脪客数 人 （） 

ফ間外国人೛脪客数 人 （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 卦及人口拡大に向けた平叐観光振興事業 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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基本目標３ 子育て支援 

捷家ఔ化の進ষや厗働き世帯の増匎といった社会構造の厭化により、子育て世帯のニーズは匭
様化しています。 

本市では結婚、妊娠、出産、育児といったそれぞれの段మごとに卲れ目のない支援をと、地域
で子育てを支える仕組みをつくり、拊い世৻から出産・育児をここでしたいと思われるまちを目
指します。 

また、労働環境の改善により家൦と仕事の厥য়を図り、౩まれた自然環境の下でಇびಇびと子
育てができる環境作りに努めます。 

 

数値目標 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

合計特腺出生厾  （） 

平叐市は安心して結婚・妊娠・出産できるような環境・社会で
あると思う市ড়の割合 

％ （） 

ফ少人口数 人 （） 

   

 

  

子ども・子育て支援の充実 

ワークライフバランスの実現 

妊娠・出産期に向けた支援 

教育環境の整備 

基本目標３ 子育て支援 



16 

ア）子ども・子育て支援の充実 
○ 匭様化する市ড়の保育ニーズに対厸するために、子育て支援サービスのಌなる充

実を推進します。 
 

○ 子育て世帯の様々な勘安や悩みを解消するために、相談支援体制や各種施設の充
実を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

子どもを育てるための環境の拖さに対する掫拒২ 
（市ড়アンॣート） 

 （） 

待機児童ゼロ 継続 （） 

   

 

【具体的な事業】 

� 厹ක挨探捚厏事業（児童）【H27】 
� 保育所入所児童保護者拆担স【H27】 
� 放課後児童クラブ施設整備事業【H27】 
� 幼児健康診査事業【H27】 
� 子育て支援事業【H27】 
� 予防接種事業【H27】 
� 匭子世帯保育厄ೄ減事業【H27、1 号補正】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
�  
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イ）ワークライフバランスの実現 
○ 卂匩がお൩いの人勻を胛重し、それぞれの持性と能ৡを生かしながら、あらॅる

活動に参画できる社会の実現を目指します。 
 

○ 仕事と家൦を厥য়することができるよう、保育環境の整備や職場挴షへの環境づ
くり、適正な就業時間のᏍ捿等について、市ড়や事業所等へのཟ発をষいます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

育児೬ၿを取千した割合（市ড়アンॣート） ％ （） 

೯捧が家事に携わった時間（市ড়アンॣート） 
1 日平均    

時間 
（） 

   

 

【具体的な事業】 

� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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ウ）妊娠・出産期に向けた支援 
○ 各種健診事業や相談事業等を実施し、安心して子供を産み、育てることができる

環境づくりをষいます。 
 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

安心して結婚・妊娠・出産できる環境にあると思う人の
割合（市ড়アンॣート） 

％  

   

   

   

 

【具体的な事業】 

� 安心出産支援事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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エ）教育環境の整備 
○ 子育てや教育の悩みを解消するために、相談支援体制の整備を推進します。 

 
○ ICT 教育や捼指教育について市独自の取組みをষい、実ᄷ的な学習を充実させる

ことにより、子どもの基脔学ৡ向上を図ります。 
 

○ 平叐市で生活する子どもたちが、採郷を愛する心を育むことができるよう、地域
と連携・密着した学習機会の拡充を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

子どもに教育を受けさせるための環境の拖さに対する掫
拒২（市ড়アンॣート） 

％ （） 

   

   

   

 

【具体的な事業】 

� ＩＣＴ教育推進整備事業【H27】 
� 絵本はじめましてブックスタート事業【H27】 
� 勗ড়掎土腵学習事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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基本目標４ 定住・移住 

安心して快適に暮らすことができる環境の整備に努め、Ｕターン及びＩターンを希望している
世帯の希望に沿うことができる、ྟৡ的なまちづくりを推進します。 

また、田舎暮らし希望者への定住に向けての情報発信や移住者の誘致活動といった、田舎暮ら
し希望者への捑掄的なアプローチをষいます。 

 

数値目標 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

これからも平叐市に住み続けたいと思う市ড়の割合 ％ （） 

平叐市は「住みたい・住み続けたい」と実感できるまちづくり
ができていると思う人の割合 

％ （） 

社会増減数 人 （） 

県外からの移住者数 人 （） 

県外からの移住世帯数 世帯 （） 

   

 

  

平叐市への移住の推進 

ྟৡある町づくり 

安全・安心な町づくり 

情報発信 

基本目標４ 移住・定住 
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ア）平叐市への移住の推進 
○ 移住を検討する拊者、子育て世帯、Ｕターン・Ｉターン希望者に、移住先として

平叐市を৭んでもらえるよう、様々な支援策や市独自の事業を展開します。 
 

○ 住挭の確保がしやすい仕組みづくりをষいます。 
 

○ 住೜の確保や生活環境の整備を推進し、ၴもが住みよい環境づくりをষいます。 
 

○ 市外の人との卦及促進に関する事業をষい、結婚対策に関する取組みを推進しま
す。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

空き家バンク（仮称）登録数  （） 

婚活支援による結婚成য়数  （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 移住定住環境整備事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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イ）安全・安心な町づくり 
○ ষ政と地域が連携して、様々な地域課題の解決に向けた取組みを協働してষうこ

とができる仕組みづくりをষいます。 
 

○ 匭様な卦通手段の確保や挍匵ൠ者への支援をষい、日拤生活についてၴもが匏೶
性を感じるまちづくりをষいます。 

 
○ 防災施設の整備や避難体制の充実、自主防災組織の活動強化等により、防災対策

の充実に向けた取組みを推進します。 
 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

防災訓練実施件数 件 （） 

自匮会への匎入厾 ％ （） 

勗厗卦通機関や道挢など卦通の匏೶性の高さに対する掫
拒২（住ড়アンॣート） 

％ （） 

   

 

【具体的な事業】 

� 地域情報化基盤整備事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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ウ）ྟৡある町づくり 
○ 地域活動の担い手づくりや場づくりを推進し、郷土愛を持ってまちづくりに参画

することができる、次世৻を担う拊者の育成を推進します。 
 

○ 平叐市の掿かな自然環境の保全に関する取組みを充実します。また、自然環境の
保全に関する住ড়の勪掟の向上に努めます。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

自然の掿かさに対する掫拒২（住ড়アンॣート） ％ （） 

地域のつながりの強さに対する掫拒২（市ড়アンॣート） ％ （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� 地域おこし協ৡ౉拗入事業【H27】 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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エ）情報発信 
○ 平叐市への移住・定住に関する情報発信の手段・内卣を充実します。また、移住

に関する相談支援体制の整備に努めます。 
 

○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○ 

 
○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○ 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

 H31 
目標値 

Ｈ27 
基準値 

市 HP アクセス数 件 （） 

移住者向け情報掲載件数（広報誌および一般誌掲載） 件 （） 

   

   

 

【具体的な事業】 

� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
� ○○○○○○○○ 
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第３章 計画の推進 

１ 推進体制 

地域住ড়との協働を基本に取り組みを推進。 
 

２ 国・県・近隣市町村との連携 

国・県のষう地域連携施策の活用や施策ঞঋルでの卐胐市町村との広域連携の考え方について
とりまとめる。 

 

３ 効果検証の仕組み（ＰＤＣＡサイクル） 

政策の進捗状況については、重要業績評価指標（KPI）で検証し、改善する仕組み（PDCA サ
イクル）を確য়する必要がある。 

 

 

・総合勛റで計画したことが実ষされているのか
・施策や事業のＫＰＩの達成は可能か

・関連する施策が有機的な連携となっているのか
・取り組みが広く広がる形になっているのか

・どこまで進んでいるのか
・その道筋は正しいのか
・新たな仕組みは必要ないのか

ＰＤＣＡシートの活用

施策間連携の確認

୸ਛ২の確認ھＰۀ


